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9 月 12 日 

 

長い冬が終わり、漸くキャンベラに春が来ました。ワトル（ミモザ）の黄色い花が明る

く咲き誇り、その後には、桜とジャカランダが控えています。でも、うららかな春の日

差しの陰には、不安が渦巻いているのです。 

 

１．「恐怖の鳥」復活 

そう、あの「恐怖の鳥」です。昨年のこの便り（その 30 及び 38）でも、豪州マグパイ

事情をご紹介しました。春を迎え、卵や雛を守るべく、雄のマグパイが巣の近くを通る

歩行者やサイクリストを容赦なく襲う時期が再び巡ってきたのです。 

マグパイの攻撃性をよく表す絵本の表紙 

 

２．肝を冷やす経験 

昨年春、豪州大陸に初上陸した私たち夫妻を待っていたのは、十分過ぎるほどの洗礼で

した。数々のオージーの友人から「餌をあげれば良い。」と勧められ、宥和政策に走っ

た家人。 

 

しかしながら、大使公邸庭内のマグパイは何とか手なづけたものの、湖沿いをサイクリ
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ングしている際、マグパイの急降下・追跡に直面。ヘルメットがカバーしていなかった

右耳裏をあの鋭い嘴で突かれ、出血。暫く愛車のＥバイクのハンドルを握れない精神状

態に陥りました。 

 

かくいう私はと言えば、餌付けを断固拒み、「凜とした日本外交」を貫こうと試みまし

た。ところが、ある日、オフィスに向かって公邸庭を歩行中、なんと、マグパイが私の

頭上にランディング！我らが自衛隊の誇る「いずも」に F35B が垂直着陸した図柄と言

えば、理解していただけるでしょうか？ 

 

ヘルメットをかぶっていない無防備状態であったため、「おい、やめろよ。」と声になら

ない声で震えながら叫んだものの、マグパイは数秒間とどまっていました。何と長く感

じたことか！餌をやらない頑なな姿勢を冷やかされたのか、仲良くしようとのオリーブ

の枝であったのか、未だにその真意を測りかねています。 

 

３．「オペレーション・チョップスティック」 

そして一年。昨年の教訓に学ぶのが、日本の「カイゼン」。 

色々とオージーの話を聞くと、とにかく餌付けをしろという人と、それは勧めないとい

う人に分かれるのです。さすがに二大政党制の国ですね（笑）。 

 

そんな中で、聞き耳を立てたのは、「マグパイが襲うときには、地面から一番高いとこ

ろに攻撃が集中する。したがって、棒なり旗なりを立てるのが良い。」とのアドバイス。

そういえば、湖沿いを滑走するサイクリストの中にも、旗竿を後部座席に突っ立てたり、

ヘルメットから結束ゴムを伸ばしている人が少なからず見受けられるのです。 

 

そこで、家族会議。その結果、余って

いる割り箸をヘルメットに突き刺し

て、襲ってくるマグパイをそちらに

誘導しようということになりまし

た。絶大な日本食人気に着目し、誘因

材料として和牛ステーキや鮨を摘ま

んだ割り箸を使うことに！ゆめゆ

め、あのレターオープナーのような

嘴で、たるみ始めた柔肌を突いてく

れるなという、高齢者の切なる願い

でもあります。ゲームの鍵は、「抑止」

なのです！ 



４．マグパイへの愛着の強さ 

そんなお手製のヘルメットをかぶり、AFL コリンウッドのマグパイ柄セーターを来て週

末のサイクリングに乗り出す姿を SNS で共有しました。休戦の意図を広く広報し、相手

に知らしめなければならないのは、古今東西の鉄則だからです。 

和食の香りが残る割り箸をヘルメットに指し、マグパイ柄のセーターを着て、 

マグパイに休戦を申し入れたツイート。6200 以上の「いいね」が寄せられた。 

 

ちなみに、このセーターは、茶目っ気溢れる日本大使館の豪州人スタッフがプレゼント

してくれたもの。今振り返ると、私を「パイズ」（コリンウッドのチームの愛称）の応

援団に引き込もうとの隠れたアジェンダがあった模様です。 



そうしたところ、もの凄い数の反響が豪州人から寄せられました。また、この騒動に注

目した幾つものメディアからインタビューを受けました【その模様や報道ぶりは、こち

らでご覧いただけます。】 

 

改めて、豪州人がマグパイに寄せる関心の高さと愛着の強さを思い知りました。危険で

はあるものの、極めて賢く、また、白と黒のコントラストが美しい鳥。日本のカラスが

可愛そうになる位の大人気なのです。 

 

５．話しかける 

同時に、数々の新たなアドバイスも得られました。 

 

貴重なアドバイスの一つは、ABC ラジオのキャスターから得られた、「マグパイには、目

を見て話しかけなきゃ駄目。」というもの。まるで、学校の先生によるヤンキー対応で

しょうか（笑）。でも、自転車で走りながら、出会うすべてのマグパイに話しかけてい

たら、サイクリングロードを踏み外して湖面に浮かぶ羽目になるでしょうね。 

 

 

アナ・ヴィドー氏がキャスターを務める ABC ラジオ番組に出演 

 

幸い、浅知恵のオペレーション・チョップスティックは、これまではささやかな成功を

収めており、今シーズンは襲われていません。いつまで続くか、乞うご期待です。 

 

山上信吾 
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